
特集

　数ある職業から自分がなりたいもの、自分に適したものを見つけるためには、

自己を掘り下げると同時に、世の中にはどのような職業があり、日 ど々のような

仕事をしてどのような価値を生み出しているのかを知ることが不可欠です。

　一方、ＳＮＳやインターネットでの情報収集が当たり前になった現代では、職

業に対しても一面的な情報から「知ったつもり」になりがちです。特に、まだ

社会との接点が少ない高校生は、職業に対する漠然としたイメージや固定観

念に縛られ、進路の選択肢を狭めてしまうこともあるでしょう。また、急速に

社会が変化するなか、新しく生まれた職業や、従来とは仕事の内容や働き方

が変わりつつある職業も出てきています。

　そこで今号では、職業に対する思い込みを外し、働くことや自分の進路に

対して想像力を広げるにはどうすればいいのか、多角的にアプローチします。

本特集の視点が、進路指導やキャリア教育の一助になれば幸いです。
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